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№２３４２ 第４１回例会 ２０１４．５．８ 晴 

点 鐘：須藤 隆 会長 

進 行：大網正一郎 SAA  

ソング：我等の生業 

 

会長挨拶 

                     須藤 隆 会長 

 

 皆さんこんにちは。５月の連休はいかがお過ご

しでしょうか。ゆっくり休息を取られた方、旅行に行

かれた方、子供や孫と家族だんらんをされた方等

いろいろと思います。 

新会員の皆様はロータリーに入会した感想はい

かがでしょうか。先週の挨拶でロータリーは自分自

身を鍛える人生道場だと言いましたが、入会式とい

うこともあり、ちょっと生真面目な言い方になってし

まいました。そんなに堅苦しいことではなく、２０数

名の仲間と交流し、親睦を通じてお互いを知り合い、

和気あいあいと楽しむことがロータリーの良さでは

ないかと思っております。皆様の歓迎会を早めにお

こなうことも考えましたが、皆さんが少しロータリーに

慣れたころの方が良いとの思いから、今年度を締め

くくる６月末の家族夜間例会に盛大に行うことを予

定しておりますのでご承知ください。 

さて作家の渡辺淳一さんが８０才で亡くなったと

報道されました。皆さんの中には彼の小説を読んだ

方もいるでしょう。私も流行に乗って、「失楽園」と、

「愛の流刑地」は読みました。いずれも映画化され、

テレビでもシリーズで放映されていました。大胆な

愛と性を描いた「失楽園」と「愛の流刑地」は日経新

聞に連載され、多くのサラリーマンに読まれたと言

います。 私も朝、新聞を手にするといの一番に連

載小説に目を通し、翌日の続きを楽しみにしていま

した。私の友人も日経新聞の小説を読んで、その

大胆な描写とストーリーに感心しきりでしたが、さす

がに自分の娘には見てもらいたくないとの思いがあ

り、娘が日経新聞の小説を目にするんじゃないかと

心配していたのを覚えております。私は、たまたま

昨年の夏、渡辺淳一の講演を聞く機会がありました。

「定年後の人生を如何に楽しむか」という演題だっ

たような気がします。渡辺さんは「生きることは異性

に恋をすることだ」との信念のもとに年をとっても恋

愛小説を書き続けていましたので一種の期待感を

もって話を聞きました。ところが、実際に聴衆を目の

前にして話す内容は至ってオーソドックスで、紳士

的なものでした。１年前の話でしたのでほとんど記

憶に残っておりませんが、一つだけ印象に残って

いるのは、一般的に男性は女性のようにおしゃべり



をするのが苦手な人が多いので、年を取ったらどん

なたわいないことでもおしゃべりするように心がける

べきと言っておりました。内容が何であれ、おしゃべ

りは脳の活性化に大変有益であり、できれば女性

の話し相手を見つけることが大事だとも言っており

ました。この話から、私たちが例会でたわいないこと

でもお互い声を掛け合って、話をすることの大切さ

をあらためて噛みしめたいと思います。 

 

幹事報告 

山田昌雄 幹事 

 

３クラブ合同例会出席のお願い。５月２８日です。 

今回は新会員３名をお迎えしての初合同例会です。

よろしくお願いします。 

1. ５月１５日 海岸清掃 

2. ５月２２日 新会員オリエンテーリング 

よろしくお願いします。 

 

次年度方針について 

               若鍋 武良 会長エレクト 

 
（１） 今年度 RI テーマとクラブテーマ 

今年度の RI テーマは、「ロータリーに輝きを」

(Light Up Rotary)です。RI のゲイリーC.K.ホｱン会

長(黄其光氏、台北 RC)は、台湾から初めての RI 会

長で、ホアン氏は「2,400 年程前、中国の思想家で

ある孔子は『ただ座って暗闇を呪うより、１本のろう

そくを灯したほうが良い』と説かれました。ロータリー

の考えは“孔子”の思想と同じで、「超我の奉仕」の

理念により、世界を光で輝かせるろうそくを灯すの

がロータリアンです。」と、テーマを思いついたいき

さつを述べています。 

私は今年度の当クラブのテーマを「寛容の心で、

ロータリーの輪を広げよう」としました。ロータリーの

創立者ポ－ル・ハリスは「ロータリアンよ。寛容であ

れ」という言葉を残しています。ロータリアンに最も

大切なことは、「善意と友情」・「寛容の心」です。寛

容の心は、時代が変遷しようとも、普遍の真理であ

り、寛容の心でロータリーの輪を広げていきたいと

思います。 

（２） ロータリーの歴史、クラブ創立５０周年まで

あと２年 

1905 年 2 月 23 日、シカゴの３８歳の若い弁護士

ポール・ハリスは、三人の職業の違う友人と話し合う

機会を得ました。折しも世の中は経済恐慌で、人心

は荒れ、弁護士の相談相手といえば私利私欲の人

ばかり、そこで「一業種一人という仲間を作れば、き

っと楽しいクラブが出来るに違いない」と気づいた

のが、ロータリークラブ成立の発端とされています。

それぞれ職業が違うので競争心もなく、お互いに平

等な立場で気軽な交際が出来るために、この友情

の輪はどんどん広がって行き、今日のロータリーに

発展していったようです。 

富津中央ＲＣは、1966 年（昭和 41 年）10 月 13

日、木更津ＲＣを親クラブとして発足しました。今年

はクラブ創立以来、４８年目の年になります。過去

のクラブ記念誌から、ロータリーに関する心に残っ

た言葉を抜粋しますと、 

・ロータリーは教わるものではない。体得するもの 

だ。（初代クラブ会長の笠原文雄氏） 

・はじめにまず実行があり、段々と理論をつけら 

れていくものである。 

・ロータリーに『ノー』という言葉はない。 

・どんなに有能であろうと適正があろうと、クラブ 

の役員は原則１年で交代。単年度制です。単年 

で交代するのは、お互いに『奉仕』を学ぶ役どこ 

ろを与えられるためであって、ロータリークラブ 

はクラブの合理性や能率を追求する場ではな 

い。 



２０１4～２０15　富津中央ＲＣ　役員・理事・委員名簿

委 員 長

副委員長

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ担当

出 席 担 当

親 睦 担 当

職業奉仕担当

社会奉仕担当

国際奉仕担当

青少年奉仕担当

　千葉一利　永島　強　平川恵敏　三井　進　　

　高橋裕之　須藤　隆　原田雅式　榎本守男　栗原典子　　

○印：担当部長

ロ財団･米山

 幹事 刈込一弥　会計 平野安照　ＳＡＡ 渡辺　務 

 若鍋武良　千葉一利　刈込一弥　平野安照　渡辺　務
理事

委 員

○渡辺哲夫　三井　進 　

奉仕プロジェク
ト

大網庄一郎
平川　恵敏

委員会名

原
田雅式　　　山

田昌雄
会 員 増 強

石渡　鋼
志波　克

須藤　隆
三枝一雄

○白石幸久　高橋裕之　渡辺　務

○多田　勇 金子光晴 栗原典子 小野恒靖

○大網庄一郎　榎本守男　高島治雄
永島　強　　山田昌雄　渡辺哲夫

○高橋裕之　金子光晴　

○山田昌雄　多田　勇　

○高島治雄　石渡　鋼

会 報 ･ 広 報

ロ 財 団 担 当

米 山 担 当

○榎本守男　志波　克
　
○小野恒靖  渡辺　務

管理運営
千葉一利
小野恒雄

 副幹事 高橋裕之　副ＳＡＡ　須藤　隆　高島治雄　白石幸久  

 監　査　原田雅式 大網庄一郎

 須藤　隆　原田雅式　石渡　鋼　大網庄一郎　

役員
 会長 若鍋武良　直前会長 須藤　隆　会長ｴﾚｸﾄ・副会長 千葉一利

・クラブで、奉仕をすることの楽しさや奉仕を実践 

する勇気を学び、それを個人として『家庭』で、職 

業人として『職場』で、そして良き社会人、良き国 

際人としてのそれぞれの場での適切な『奉仕』の 

実践を展開するもの。 

ロータリーの成り立ち・歩みを調べ、クラブの諸先輩

方の足跡をたどり、又新しい知識を取り入れ、それ

らを今年度の活動に活かしていきたいと思っていま

す。クラブ創立５０周年まであと２年です。 

（３） 重点目標 今年度の重点目標として次の６

項目を掲げたいと思います。 

１.会員増強は会員全員の手で。 

２.会員卓話を大切にしましょう。 

３.例会を楽しみましょう。 

４.親睦の絆を強めましょう。 

５.委員会活動を通してロータリーの輪を広げ 

ましょう。 

６.姉妹クラブ、友好クラブとの交流を深めまし 

ょう。 

（４） ロータリークラブとは 

ロータリークラブとは、奉仕をする団体ではなく、

奉仕の理想を培った個人の集まりであり、職業の倫

理観や魅力ある人間性を育むための自分磨きの場

である、と言われます。ロータリアンは一人ひとりが、

ロータリーの指導原則（ロータリーの目的、五大奉

仕、四つのテスト、ロータリアンの行動規範）を理解

し、ロータリアンの哲学となっている２つの標語（「超

我の奉仕」と「最もよく奉仕する者、最もよく報いられ

る」）を糧に、努力を重ねて行くことが肝要であると

思われます。 

最後に、それぞれの会員が、お互いの絆を深め、

ロータリー活動を楽しみ、ロータリーの輪が少しでも

広がっていくことを願っています。 

 

 

次年度幹事挨拶 

刈込一弥 次年度幹事 

 

 みなさんにご迷惑をおかけしない様、ミスの無い

様に頑張ります。よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 



委員会報告 

社会奉仕担当        

大網 庄一郎会員 

 

 ５月２２日実施予定の海岸清掃は、下記のとおり

行います。 

日時  ： ５月１５日 午後１時～３０分位 

場所  ： 大貫海岸 

対象物 ： ガラス等危険物のみ 

準備  ： 軍手等は委員会で準備します 

 

親睦担当                 

石渡 鋼会員 

 新しいメンバーの３名に親睦の係になっていただ

きました。よろしくお願いします。 

 

ニコニコＢＯＸ 

石渡 鋼 親睦担当委員 

 

渡辺 哲夫 新入会員となりました。これからよろし

くお願いします。 

石渡 鋼   新会員を迎え自分のあの時を思い出

して。 

若鍋 武良  〃 

三井 進   ゴールデンウイーク無事終了。 

合計 4,000 円 

 

 

出席報告 

白石幸久 出席担当部長 

 

 

近隣クラブ例会日 （通常 12:30 点鐘） 

月

火

水

木

君津、袖ヶ浦(特別 最終例会は夜間) 

富津(特別 18:30 10～3 月 18:00) 

木更津東(特 18:30)、富津ｼﾃｨ(特 19:00)

上総、木更津 

 

 

編集後記 

久しぶりの週報担当で、作成に四苦八苦。 

以前より編集者のクォリティーが、かなり上が

っている気がします。今風にいえば「理系男子」

の品質向上意識に「文系チャラ男」が引っ張ら

れている感。何とか付いていけるように頑張り

ます。             (渡辺) 

 

 

―― 磯根崎 ―― 

 

（絵 佐藤信泰） 

 

区分 会員数 出席 欠席 MakeUp 出席率

今回 24/22 19 3  86.37%

前回 24/22 21 1  95.45%


